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ま
た
、
そ
も
そ
も
赤
土
等
流
出
防
止
条
例
で
は
、
県

は
亦
土
等
流
出
防
止
対
策
状
況
の
報
告
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
こ
れ
ら
の
「
見
附
り

点
検
表
」
や
「
非
常
時
の
措
筒
報
告
」
等
を
含
め
、
今
回

の
土
砂
崩
落
事
故
に
関
す
る
報
告
書
を
い
っ
さ
い
沖
縄

県
に
提
出
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
向
は
何
故
か
。
早

急
に
提
出
す
る
よ
う
指
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

問
地
元
住
民
ら
の
要
請
に
よ
り
、
二
月
中
旬
、
沖
縄
県

と
東
村
が
そ
れ
ぞ
れ
現
地
立
入
調
査
を
行
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
際
、
沖
縄
防
衛
局
は
‘
沖
縄
県
と
東
村
に
対

し
て
、
「
米
軍
の
許
可
が
得
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
現
地

で
の
写
真
撮
影
を
禁
止
し
た
。
ま
た
、
沖
縄
県
が
要
求

し
て
い
る
事
故
直
後
の
現
場
写
真
に
つ
い
て
も
、
同
理

由
で
提
供
を
拒
否
し
て
い
る
。
沖
縄
県
は
、
赤
土
等
流

出
防
止
条
例
に
基
づ
き
、
立
入
調
査
等
を
行
う
権
限
を

令
し
て
お
り
、
崩
落
事
故
の
原
因
の
究
明
、
今
後
の
赤

土
等
流
出
防
止
策
の
検
討
の
た
め
に
も
‘
事
故
直
後
の

現
場
写
真
の
分
析
や
、
応
急
措
置
状
況
の
写
真
撮
影
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
平
成
八
年
十
一
-
月
二
日
の
施
設
及
び
区

域
へ
の
立
入
許
可
手
続
に
つ
い
て
の
合
同
委
員
会
合
意

に
お
い
て
、
国
会
議
員
や
地
方
議
会
議
員
、
地
方
公
共

団
体
職
員
の
「
公
的
な
立
入
」
に
際
し
て
は
、
「
合
衆
国

軍
隊
は
、
(
略
)
す
べ
て
の
妥
当
な
考
慮
を
払
う
。
」
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
報
道
関
係
者
の
同
行
も
申
請
に
よ

り
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

沖
縄
防
衛
局
が
、
県
に
対
し
て
、
事
故
直
後
の
現
場

写
真
、
応
急
措
置
状
況
の
写
真
を
直
ち
に
提
供
す
る
よ

う
指
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
今
後
の
「
公
的
な
立
入
」
に
際
し
て
は
、
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写
真
の
撮
影
を
認
め
る
と
同
時
に
‘
報
道
関
係
者
、
ま

た
、
地
元
住
民
代
表
ら
の
同
行
に
つ
い
て
も
認
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五
今
回
、
土
砂
崩
落
事
故
が
発
生
し
た

N
l

四
・
一
地

区
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
工
事
は
‘
千
百
七
十
一
平
方
メ
ー
ト

ル
の
森
林
伐
採
が
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
土
砂
崩
落
事

故
が
発
生
し
た
。
し
か
し
、
今
後
、
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る

H
地
区
で
は
、
四
千
五
百
三
卜
九
平
方
メ
ー
ト

ル
も
の
伐
採
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に

G

地
区
で
は
、
一

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
進
入
路
も
造
成
さ
れ
る
の
で
、

さ
ら
に
大
規
模
な
森
林
伐
採
が
不
可
避
で
あ
る
。

こ
れ
ら
五
か
所
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
造
成
予
定
地
で
も
、

や
は
り
か
な
り
の
急
斜
面
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
再
度
の
土
砂
崩
港
事
故
の
発
生
が
危
倶
さ
れ

る
。今

後
の
土
砂
崩
落
事
故
再
発
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
今
回
の
事
故
の
原
因
を
究
明
し
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
の

位
置
の
選
定
、
工
法
の
選
択
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
赤
土
等
流
出
防
止
条
例
を
所

管
す
る
沖
縄
県
や
専
門
家
、
地
元
住
民
等
を
交
え
て
検

討
の
場
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
、

ヘ
リ
パ
ッ
ド
工
事
を
一
時
中
止
す
べ
き
と
考
え
る
が

政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
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大
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参
議
院
議
長
平
田
健
二
殿

参
議
院
議
員
糸
数
慶
子
宥
提
出
高
江
へ
リ
パ
ッ
ド
工
事

に
お
け
る
土
砂
崩
落
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

安
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質
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及
び
答
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書
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参
議
院
議
員
糸
数
慶
子
宕
提
出
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド

工
事
に
お
け
る
土
砂
崩
落
事
故
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

本
年
度
施
工
さ
れ
た
「
北
部

(
H
一
一
十
一
一
一
)
着
陸
帯
移

設
工
事
」
(
以
下
「H
二
十
三
工
事
」
と
い
う
。
)
に
お
い
て

は
、
着
陸
帯
及
び
無
障
害
物
帯
の
一
部
(
以
下
「
着
陸
帯

等
」
と
い
う
。
)
の
土
地
の
造
成
て
事
が
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
無
障
害
物
帯
の
う
ち

当
該
造
成
工
事
を
行
っ
た
箇
所
と
は
異
な
る
箇
所
に
お

い
て
、
斜
面
の
表
層
の
土
砂
が
幅
約
八
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
約
十
五
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
崩
浴
し
て
い
る
こ
と

を
、
本
年
一
月
十
二
日
に
確
認
し
、
同
日
の
う
ち
に
、

更
な
る
土
砂
の
崩
落
及
び
崩
落
し
た
土
砂
の
滑
落
を
防

ぐ
た
め
、
こ
う
し
た
箇
所
を
応
急
的
に
シ
l

ト
で
覆
う

措
置
を
施
し
た
上
で
、
同
年
二
月
二
十
三
日
ま
で
に
、

土
砂
の
崩
落
を
防
止
す
る
た
め
の
板
柵
を
設
置
す
る
と

と
も
に
崩
落
箇
所
を
復
旧
し
、
復
旧
し
た
斜
面
及
び
崩

落
し
た
土
砂
の
表
面
に
は
、
崩
落
の
防
止
等
の
た
め
、

植
物
の
生
育
を
阻
害
し
な
い
シ

l

ト
の
敷
設
や
在
来
種

の
矯
種
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
及
び
五
に
つ
い
て

無
障
害
物
帯
に
つ
い
て
は
、
「
北
部

(
H
十
九
)
着
陸

帯
移
設
工
事
」
と
し
て
平
成
二
十
-
一
年
度
に
樹
木
の
伐

採
が
行
わ
れ
た
が
、
今
般
の
t

砂
の
崩
落
箇
所
に
は
当

該
伐
採
前
の
時
点
に
お
い
て
も
樹
木
は
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
防
衛
局
と
し
て
は
.
崩
落
の

原
因
に
つ
い
て
、
降
雨
等
の
影
響
に
よ
る
局
所
的
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
今
般
の
土
砂
の
崩
落
を
踏
ま
え
.

北
部
訓
練
場
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
椿
移
設
事
業
に
係
る

今
後
の
工
事
の
実
施
に
巾
」
た
っ
て
は
、
土
砂
の
崩
落
を

未
然
に
防
止
す
る
措
置
を
必
要
に
応
じ
倹
討
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
へ
リ
パ
ッ
ド
の
位
置

の
選
定
及
び
工
法
の
選
択
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
う

考
え
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

無
障
害
物
帯
に
は
、
沖
縄
県
赤
土
等
流
出
防
止
条
例

(
平
成
六
年
沖
縄
県
条
例
第
三
十
六
号
.
以
下
「
県
条

例
」
と
い
う
。
)
の
適
用
対
象
で
あ
るH
二
卜
三
工
事
の

施
工
中
に
着
陸
帯
等
か
ら
赤
土
等
が
流
出
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
、
県
条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
赤
土
等

流
出
防
止
施
設
{
以
下
「
防
止
施
設
」
と
い
う
。
)
が
設
世

さ
れ
て
お
り
、
今
般
の
士
砂
の
崩
落
に
よ
り
そ
の
一
部

が
損
壊
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
崩
落
が
発
生
し
た
時

点
で
、
着
陸
帯
等
に
お
い
て
砕
石
舗
装
等
に
よ
る
表
土

保
全
が
実
施
さ
れ
、
防
止
施
設
の
設
置
及
び
管
理
を
継

続
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
沖
縄
県
赤
土
等
流
出
防
止
条
例
施
行
規
則

(
平
成
七
年
沖
縄
県
規
則
第
六
十
四
号
)
別
表
の
第
二
の

七
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
際
に
添
付
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
御
指
摘
の
「
見
回
り
点
検
表
」
の
写
し
を
含
め
‘

M
表
の
第
二
の
七
の
規
定
に
基
づ
く
書
類
の
提
出
を

行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
対
応
が
県

条
例
等
の
規
定
に
照
ら
し
て
問
題
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
沖
縄
県
に
確
認
し
、
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
沖
縄
防
衛
局
と
し
て
は
、
岡
県
に
対
し
て
、

本
年
二
月
一
一
同
に
同
局
庁
舎
に
お
い
て
、
同
月
十
三
日

に
は
働
法
現
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
崩
落
の
状
況
及

び
復
旧
方
法
を
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.

四
に
つ
い
て

沖
縄
防
衛
局
は
.
沖
縄
県
に
対
し
、
斜
面
の
崩
落
前

及
び
崩
落
後
、
応
急
措
置
状
況
等
の
現
場
写
真
を
、
本

九
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年
-
一
月
二
十
五
日
に
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

御
指
摘
の
「
地
元
住
民
代
表
ら
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
在
日
米
軍
の
施
設

及
び
区
域
へ
の
公
的
な
立
入
り
に
つ
い
て
は
、
立
入
者

に
同
行
し
よ
う
と
す
る
報
道
関
係
者
に
よ
る
も
の
を
含

め
、
日
米
合
同
委
員
会
に
お
け
る
平
成
八
年
十
二
月
二

日
の
施
設
及
び
区
域
へ
の
立
入
許
可
手
続
に
つ
い
て
の

合
意
に
定
め
ら
れ
て
い
る
所
要
の
手
続
に
従
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
.
こ
の
手
続
に
お
い
て
は
、
米
軍
は
、
地

域
社
会
と
友
好
関
係
を
維
持
す
る
必
墜
性
を
認
識
し
、

立
入
り
が
、
軍
の
運
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
部
隊
防

讃
を
危
う
く
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
施
設
及
び
区
域
の

運
営
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、

立
入
申
請
に
対
し
て
全
て
の
妥
当
な
考
慮
を
払
う
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
写
真
撮
影
の
可
否
に
つ
い

て
も
、
具
体
的
な
事
案
ご
と
に
判
断
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
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